
- 16 -

事例：⑤国民参加の森林づくりと森林の多様な利用 備 考

(京都府 社団法人京都モデルフォレスト協会）

事例：京都モデルフォレスト運動と(社)京都モデルフォレスト
協会の役割

○ モデルフォレストとは、1992年の世界地球サミットの際にカ
ナダが提唱した持続可能な地域づくりの実践活動のこと※。社
団法人京都モデルフォレスト協会は、モデルフォレスト運動を
推進する日本で初めての団体として、平成18年11月に発足した。

このモデルフォレストの取組は、現在、世界19カ国40地区に
まで広がっており、京都モデルフォレスト協会も、平成20年３
月に国際モデルフォレストネットワークに加入し、京都の森林
づくり活動を国際的にアピールしていくこととしている。

※ カナダでは、森林整備、木材の活用、森林生態系調査、野生獣の行動調

査、渓流の水量・水質調査、生息魚類の調査など幅広い取組が、モデルフ

ォレストの活動の一環として、住民、ボランティア、NPO、NGO、企業、行

政の協働で実施されている。

○ (社)京都モデルフォレスト協会は、
① 府民や企業等が森林所有者、森林組合等の地元関係者と一

緒に森林づくりに取り組める仕組み
② 府民や企業等から資金等の提供を受け、森林づくりに生か

すことができる仕組み ＜ (社)京都モデルフォレスト協会の活動内容＞
をつくり、これを広く呼びかけることで、力を合わせて京都の ・企業参加による森林づくりの推進：森林利用保全協定の締結、
森を守り育てることを目的とする京都モデルフォレスト運動の 企業の森林づくり交流会の開催
｢エンジン｣となる役割を果たしている。 ・シンポジウムの開催、イベント等におけるモデルフォレスト

運動の普及啓発、広報誌『以森伝心』の発行
・森林ボランティアの養成、円卓会議の開催
・｢森の人材バンク｣の管理、指導者の斡旋
・森林整備体験教室、森の健康診断等の開催
・国際モデルフォレストネットワークへの加入
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事例：⑤国民参加の森林づくりと森林の多様な利用 備 考

(大阪府、(株)高島屋、高島屋労働組合、大阪芸術大学、
河内長野市） 大阪芸術大学の学生による「お

おさか河内材」製材所の見学
事例：多様な主体の仲人役｢アドプトフォレスト制度｣による森

林の再生と活用

○ 地球温暖化の防止や生物多様性の確保を図るため、府が事業
者等と森林所有者との仲人役となって、活動場所となる森林の
所有者、市町村、府、事業者等との間で協定を締結し、放置さ
れた人工林などを広葉樹林化する「アドプトフォレスト制度」
を実施。

○ 昨年10月に協定を締結した(株)高島屋や高島屋労働組合で 広葉樹を植栽するための地拵え
は、河内長野市内の森林において、栗植栽跡地の荒廃地にヤマ
ザクラやケヤキを植栽し里山景観の向上を図るとともに、人工
林の間伐により森林機能の回復を図るための活動を実施。

○ また、(株)高島屋等と共に活動宣言書に調印した大阪芸術大
学では、地域材の利用促進のため、間伐材による製品の企画・
開発や普及啓発に取組中。

○ アドプトフォレスト制度は、現在、府内12地域において実施。

ヒノキ人工林の間伐
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事例：⑤国民参加の森林づくりと森林の多様な利用 備 考

（福島県 21世紀あぶくま源流の里森づくり実行委員会）

事例：「21世紀あぶくま源流の里森づくり」による植樹活動

○ ｢21世紀あぶくま源流の里森づくり｣は、白河西ロータリーク
ラブが中心となって阿武隈川源流域にあたる独立行政法人那須
甲子青少年自然の家の敷地内に植樹を行う活動であり、平成10
年から開催されている。この体験を通じて、地球環境問題に対
する意識を高めることを目的としている。

○ 活動には、複数のロータリークラブ、近隣の小学校、ボーイ
・ガールスカウトが参加し、森－川－海のつながりに関する研
修会を開催すると同時に、森林組合の指導のもと、毎年1,500
本程度を植栽してきた。また、年に数回下刈も実施している。

○ 今後、植樹については、場所の確保の問題等から一時中断し、
下刈といった保育を中心に行う方針である。

（
写
真
）
植
樹
祭
等
の
実
施
風
景
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事例：⑤国民参加の森林づくりと森林の多様な利用 備 考

（国有林野事業）

事例：世界自然遺産「知床」における国有林の取組（北海道森
林管理局知床森林センター）

○ 世界自然遺産に登録されている知床(陸域）の大部分は国有
林野です。北海道森林管理局は、この区域の国有林野が原生的
な森林生態系を有していることから、従前から、「知床森林生
態系保護地域」に設定し、適正な保全・管理に努めてきた。

○ 平成19年度からは、遺産地域周辺部を含めた地域において、
「知床自然の森林づくり」を実施し、ＮＰＯや企業等から多く
の参加者を得て、植生の回復を図るため、広葉樹林化をはじめ
とする多様な森林づくりを進めている。

○ また、知床の森林特性を活かした多様な森林体験活動のメニ 知床でのトレッキングで巨木観察
ューを作成し、来訪者や森林づくりの参加者に配布している。

○ さらに国民参加による森林づくり活動や森林環境教育の拠点
となる施設の整備や、世界遺産の入口に位置する斜里町ウトロ
地区へ知床森林センターの移転整備等を進めている。

知床ボランティア等活動拠点施設
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事例：⑥森林環境教育・森林とのふれあいの充実 備 考

（福井県 あわら市、三国町、福井市、池田町、越前町、
美浜町、小浜市） 森と里と海とをつなぐ人づくり事業（イメージ図）

事例：「森と里と海とをつなぐ人づくり事業」

○ 福井県では、平成15年度から平成17年度に｢豊かな海の森林
づくり活動定着支援事業｣を実施したことにより、海に面した
６地域に森づくりの活動が広がる成果を得た。一方、本活動は、
直接海からの恩恵を受けている漁業者が中心であり、さらに県
内全域に活動を展開するためには、間接的に豊かな海や水の恩
恵を受ける漁業者以外の県民への普及が課題であった。

このため、平成18年度から、川上へ拡大して海－里（川）－
森を守る応援団を育成することを目的に、｢森と里と海をつな
ぐ人づくり事業｣を実施している。

○ 本事業では、森－里（川）－海を体感し、豊かな海の森づく
りへの活動につなげるため、｢森・里・海をつなぐ体験ツアー｣
を開催している。ツアーは、
・ 森の学習会
・ 森の手入れ体験（作業実演、枝打ち体験等）
・ 木材を活用しよう（森のクラフト、木製プランターカバー

づくり）
・ 森から里への贈り物・箸づくり体験
・ 里の水利用施設見学
・ 漁業体験、栽培漁業センターの見学
等の体験を組み合わせた川上から川下をたどるプログラムとし
ている。

○ 平成18年度は113名、平成19年度は133名が参加した。

森の手入れ 箸づくり体験 栽培漁業センターの見学

（作業実演）
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事例：⑥森林環境教育・森林とのふれあいの充実 備 考

(島根県 NPOもりふれ倶楽部）

事例：多様な体験活動、森林環境教育による理解の深化

○ 県民が森林内での様々な体験活動や森林環境教育を通じて人
々の生活や環境と森林との関係について理解と関心を深めるた
め、活動拠点であるふるさと森林公園において、山仕事体験の
他、里山自然塾（きのこ採取、紅葉した葉を用いた絵本作り、
クリスマスリース作りなど月１、２回開催）、里山ものづくり
体験（竹食器作り、ドングリ工作など数ヶ月に１回開催）、自
然観察会等を様々な行事を実施。

○ また、学校林における山仕事体験やヒノキの皮の和紙づくり
などの体験活動、樹木観察・山の仕組みの話など、県内各地で
森林環境教育を実施。

（写真の解説）
上：「うんなん元気っ子わくわく教室」でのクリスマス

竹灯明づくり
中：里山自然塾サポーターズクラブスキルアップ研修での

「ハゼの実からロウソクをつくる」研修
下：ヒノキの和紙づくり体験
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事例：⑥森林環境教育・森林とのふれあいの充実 備 考

（国有林野事業）

事例：オオクワガタの棲める森林づくり（近畿中国森林管理局
箕面森林環境保全ふれあいセンター）

○ 「箕面体験学習の森」のある北摂地域は、かつてオオクワガ
タなどの昆虫類が数多く生息し、池田炭と呼ばれる茶道用の高
級炭の原料となる、クヌギ、コナラ等の落葉広葉樹林が広がっ
ていた。

○ 当センターでは、当該地域の国有林を子どもたちを対象とし
た森林環境教育のフィールドとして一層充実させる観点等か
ら、「箕面体験学習の森」の中心にある展望台周辺において、
かつての森を再生し、オオクワガタも棲めるような生物多様性
のある森林にすることを目指して、ヒノキ、スギ林からクヌギ、
コナラなどの落葉広葉樹林への転換を図っている。

○ この取組は、住民参加型とし、苗木の育成→植栽→下刈り等 みんなで拾ってきたドングリを埋め込む児童
をボランティアの協力により継続して行うこととしている。 （箕面市立豊川北小学校）

○ また、箕面市内の小学生及び幼稚園児にも苗木の育成から植
栽を体験してもらい、①「森林」は楽しい体験ができる場であ
ること、②「森林」はたくさん学ぶことのできる場であること、
③「森林」が日本人の生活に深くかかわっていること等に、気
づくきっかけとなることを目指している。
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事例：⑦保護林や緑の回廊における取組 備 考

（国有林野事業）

事例：保護林の設定及び保全管理の実施

○ 「保護林」は大正４年に発足した先駆的な森林等の保護制度
であり、貴重な動植物の保護や学術研究の場として重要な役割
を担い、原則として伐採を行わないなど厳格な保全・管理を実
施。

○ 保護林については、モニタリング調査等を通じた適切な保全
・管理を行っている。

小笠原諸島森林生態系保護地域における保全管理

小笠原諸島の陸域の過半（53％）を占める国有林について、
平成18年、そのほとんど（約96％）を森林生態系保護地域と
いう保護林に指定するとともに、地元自治体やNPO、学識経
験者からなる保全管理委員会での検討・審議を経て保全管理
計画を策定した。

【保全管理計画のポイント】
☆ 小笠原諸島固有の生態系を保

護するために、アカギ、モクマ
オウ等の外来種の駆除対策を計
画的に推進。

外来種の駆除→

☆ 利用による固有の生態系へのインパクトの軽減を図る
ため、関係機関と連携して利用と保護の調整を実施。
① 森林生態系保護地域への立入は、指定ルートに限定
② 希少な動植物の生息・生育環境の保全と利用に関す

る講習と入林許可を受けたガイド等の同行を条件
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事例：⑦保護林や緑の回廊における取組 備 考

（国有林野事業）

事例：緑の回廊の設定及びモニタリング調査等の実施

○ 「緑の回廊」は、平成12年に発足した制度であり、野生動植
物種の遺伝的な多様性を確保することを目的に、保護林相互を
連結するネットワークを形成するものである。

○ 「緑の回廊」については、モニタリング調査等を通じた適切
な保全・管理を行っている。
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事例：⑦保護林や緑の回廊における取組 備 考

（青森県、岩手県、秋田県）

事例： 民有林｢緑の回廊｣の設定による｢緑の回廊｣連続性の確保

○ 青森県、岩手県、秋田県の北東北３県は、平成10年10月に開
催した第２回北東北知事サミットの合意事項（「緑のグランド
デザインの策定」及び「持続可能な森林経営に向けた調査・研
究」）に基づき、平成13年度に民有林「緑の回廊」の設定方針
と持続可能な森林経営確立のための「北東北版の基準・指標」
を定めた「緑のグランドデザイン基本構想」を策定した。

この基本構想に基づき、国有林の「緑の回廊」の連続性が途
切れている部分等の補完や、持続可能な森林経営を目指すため、
平成14年度から各県が設定推進協議会等を設置し、森林所有者
等への合意形成を図り、平成15～17年度に民有林「緑の回廊」
を設定した。

○ 岩手県では、緑の回廊の設定区域にて開発行為が計画される
場合は、事前に管理協議会に協議するように行為者を指導して
いる。

青森県及び秋田県は、地域森林計画に民有林｢緑の回廊｣に関
する事項を登載し、
・ 営巣木・食餌木や巨木・古木等は保残につとめる（三八上

北地域森林計画）
・ 野生生物の移動通路として重要な尾根筋等について在来の

広葉樹林や天然生林として保全する（雄物川地域森林計画）
など、生物多様性の確保に基づいた森林施業を重視することと
している。

○ 各県では、それぞれ緑の回廊維持管理協議会を設置し、設定
した民有林「緑の回廊」の適切な維持管理や活用及び「北東北
版の基準・指標」による森林経営の普及啓発を図っている。 ○緑の回廊設定面積等

また、平成14～19年度まで「北東北３県連絡会議」を開催し、 設 定 区 域 名 面 積(ha)
「緑の回廊」の設定や適切な維持管理について連絡調整や情報 国有林緑の回廊 150,000
交換を行い、平成19年度で会議を終了した。 （保護林を含む）

今後、「緑の回廊」に必要な場合に行う復元・修復や、その 民有林緑の回廊 9,577
後のモニタリングの実施については、各県ごとに対応すること （青森県・岩手県・秋田県）
としている。
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事例：⑧里山林の整備・保全・利用 備 考

（埼玉県 嵐山町） ◎ 嵐山町里地里山づくり条例：２通りの指定制度を規定

事例：嵐山町里地里山づくり条例の制定と里山の環境保全 １ 里地里山づくり活動地域（イメージ図）
町民等が組織する里地里山づくり活動団体等の自主的な取組

○ 嵐山町では、昭和56年からボランティア団体と行政が連携し みに対し、活動地域を指定し、土地所有者と町が３者協定を結
て｢オオムラサキの森づくり｣に取り組むなど、国蝶オオムラサ んで地域の里地里山環境を保全していく仕組み。
キをシンボルとして、その生息地である里山の保全活動が早く
から行われていた。この長い歴史を下地として、町と町民が一
体となった里地里山の保全等を進めている。

○ 埼玉県では、優れた自然や歴史的環境を後世に残すため、県
民・企業からの寄附金などを資金として、緑のトラスト保全地
を地元市町村とともに取得している。嵐山町の町名発祥の地で
もある武蔵嵐山渓谷周辺樹林地は、平成８年にさいたま緑のト
ラスト保全第３号地（面積13.5ha ）に指定され、翌９年には
保全のための公有地化が完了した。

○ また、人の手により維持されてきた薪炭林等の里山の自然が
失われつつあることから、町内に残る里地里山環境の保全、整 ２ 里地里山づくり保全地域（イメージ図）
備及び活用に取り組むため、平成18年度に「嵐山町里地里山づ 町が優先的に保全すべきであると考える里地里山環境につい
くり懇談会」を設置し、その提言を受けて、平成19年度に｢嵐 て、その地域を指定し、土地所有者と町が２者協定を結んで協
山町里地里山づくり条例｣を制定した。 働の姿勢で守り育てる仕組み。保全地域に指定された場所につ

いては、ボランティアによる自主的な活動を望む団体等へ開放、
○ 現在、本条例に基づく２つの協定制度を活用してボランティ 使用を許可することも可能。

ア団体が里地里山の保全等に取り組んでおり、今後、活動数が
増加する見込みである。

○ これらの活動では、繁茂したアズマネザサの刈り取りや、コ
ナラ、クヌギ等の広葉樹を15～20年で伐採して萌芽更新を促す
こと、落ち葉かき等に取り組んでいる。なお、伐採した広葉樹
は、しいたけのほだ木、林内に積み上げて昆虫の住みかとして
活用している。
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事例：⑧里山林の整備・保全・利用 備 考

（福岡県 福岡グリーンヘルパーの会）

事例：九州大学伊都キャンパス生物多様性保全ゾーンＧ区画の
里山の保全・整備活動

○ 福岡グリーンヘルパーの会は、NPO法人｢緑のまちづくり交流
協会｣主催のグリーンヘルパー養成講座福岡で環境保全、緑化
活動の知識を習得した仲間で平成12年１月に結成。平成20年１
月現在、会員数は約80名。本会の活動は今年で10年目を迎える。

○ 九州大学の移転地である福岡市西区元岡地区では、移転用地
275haのうち約100haが緑地として残されており、この東北部が
｢生物多様性保全ゾーン｣として設定されている。本会は、九州
大学の専門家に相談しながら活動計画をたて、人手が入らなく
なった生物多様性保全ゾーンの里山の復元を目指している。

○ 活動内容は多岐にわたり、 図：元岡保全活動の中長期計画（平成17年２月20日策定）
① 竹林拡大の抑制：平成20年12月までに85回の活動で27,796

本を伐採
② 遺伝的攪乱を避けるための採種、育苗、育苗ハウスの維持

管理：採種場所を九大移転地内とその周辺約２kmの範囲内に
限定し、多様な樹木の種子を集めて苗を育てる取組み。これ
までに堅果類を中心に採種し、24,400本の苗を仕立た。なお、
元岡には３棟の育苗ハウスを整備し、ハウスの維持・保守管
理も行っている。

③ 植樹、育林：春の植樹祭等で育てた苗を植樹。これまでに
アラカシ等18種、約4,000本を植栽した。また植栽後３年間
は、適宜、下草刈りを継続的に実施。

④ 子供たちへの自然体験学習、自然を活かした伝統技術の伝 左上：第９回秋のどんぐりイベントでの植樹

承：春の植樹祭、秋のどんぐり拾いを毎年実施し、子供たち （H19.11.23）

や地域住民が参加した森づくりを実践している。また、会員 左下：竹伐採作業の状況（H19.11.30）

が講師となって、自然観察会や竹細工講習会を開催し、森の 右上：苗ポット除草

大切さや楽しさを伝えている。 （H19.5.18元岡育苗ハウスでの活動）
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○ 地域森林計画における生物多様性に配慮した記載例

計 画 区 名 記 載 内 容

留萌、上川北部、宗谷、石狩空知、上川南 多様な森林の整備を図る観点から、広葉樹や郷土樹種を含め、幅広く樹種を検討するものとしま

部、網走西部、網走東部、後志胆振、渡島 す。特に、河畔沿いについては、河川の水質浄化や落葉等による有機物の供給などが期待できるこ

檜山地域森林計画（北海道） とから、積極的に広葉樹を選定するものとします。

渡島檜山地域森林計画（北海道） ブナやヒノキアスナロ（ヒバ）など温帯性の樹木が形成する特色ある森林景観やクマゲラなどの

野生生物の生息・生育環境の保存に配慮するものとします。

三八上北地域森林計画（青森県） 伐区、時期については、野生生物の繁殖期や生息地の確保に配慮するものとします。また、営巣

木・食餌木や巨木・古木等は保残につとめるものとします。

（※ 三八上北地域森林計画書における「民有林緑の回廊の森林施業」に関する記載。）

宮城北部、宮城南部地域森林計画（宮城県） 野生動物の生息地の減少または分断を防ぐため，広域的な観点から森林の連続性に配慮した回廊

状の森林の確保を図る。

渡良瀬川、那珂川、鬼怒川地域森林計画 森林体験活動の場や健康づくりの場としての森林と人とのふれあいを重視する森林において、森

（栃木県） 林へのアクセス等に必要な林道の整備を行う場合、利用者の利便性等の確保の観点に加え、作業道

や歩道も含めた景観や生態系の保全に配慮した線形、構造、施設を選択するものとする。

伊那谷地域森林計画（長野県） 貴重な動植物の保護に留意して森林整備等を進めるとともに、広葉樹の誘導・育成、針広混交林

の導入等を通じ、野生鳥獣の生息環境にも配慮した森林づくりを進める。

遠賀川、福岡、筑後・矢部川地域森林計画 景観や生態系の保全が特に求められている森林については、新たな林道の開設を回避する等森林

（福岡県） の管理上必要最小限の整備とする。

白川・菊池川、緑川、球磨川、天草地域森 作業路の開設に当たっては、地域の生態系への配慮及び自然環境の保全に留意するとともに、森

林計画（熊本県） 林資源の有効利用に資する観点から、間伐材や支障木等の現地発生材の活用を促進するものとする。
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○ 市町村森林整備計画における生物多様性に配慮した記載例

市 町 村 名 記 載 内 容

秋田市（秋田県） 野生生物の移動通路として重要な尾根筋や、生物多様性に重要な沢筋などの森林においては、在来の広葉樹林や天
然生林として保全する。

北塩原村（福島県） 生物多様性の保全や森林とのふれあいを通じた森林と人間との共生を図る観点から、生活環境保全又は保健文化機
能の維持増進を特に図るための森林施業や森林の適切な保全を推進する。

二宮町（栃木県） 本町、阿部岡三反田及び山ﾉ神地内の水路は、「文化財保護法」による国の天然記念物及び「絶滅のおそれのある野
生動植物の種の保存に関する法律」による国内希少野生動植物に指定される「ミヤコタナゴ」の生息が確認されてい
る。

今後も関係省庁並びに地域住民との連携を図りながら、貴重な動植物が生息する森林等の保全に努めることとする。

嵐山町（埼玉県） 本町の都幾川・槻川流域は、県立比企丘陵自然公園にも指定されており、町名の由来となった嵐山渓谷はじめオオ
ムラサキの森・蝶の里公園等町民や来町者が自然と歴史に親しみながら、心身の健康を培うのに適した場所となって
いる。そこで、これら流域一帯を自然とのふれあいゾーンとして位置付け、整備を図るものとする。

坂井市（福井県） 竹田川の源流域には、自然のブナ林が残っている。このブナ林は水源かん養、景観上重要な役割を持っている。こ
のようなところについては、主として天然力活用により保全していくこととし、この場合1箇所当たりの伐採面積及び
伐採箇所は育成単層林に準じるが、更新を確保するため伐区の形状、母樹の保存等について配慮するものとする。

東近江市（滋賀県） 河辺いきものの森および五十年森は下流域に残された数少ない河辺林で、河辺いきものの森では失われつつある愛
知川河辺林に地域固有の自然・文化を守り育て、保全活動が体験できる森づくりを進めている。

羽合町（鳥取県） 松くい虫の被害も発生しており、樹種転換を進めるとともに、薬剤の空中散布、被害木の伐倒等の防除を進めてい
く。薬剤散布については、環境に配慮し、必要な範囲で実施していくこととする。

日野町（鳥取県） 鵜の池周辺の森林については県立公園としての整備が期待されていることから、森林とのふれあいの場としての活
用をはかる。また、県鳥であるオシドリの渡来地として県内外からの来訪者も多くあるため、オシドリ保護を目的と
した天然林の育成整備に努める。

宇和島市（愛媛県） 鳥獣害等については、猟友会と連携し、生態系への影響が生じないように配慮しながら駆除を行い、森林の保護に
努めるものとする。

黒木町（福岡県） 笠原地域においては、ホタルの生息・生育の場となっていて、町民の憩いの場となっている。このようなことから、
森林空間を様々に利用する多様な森林資源の整備を推進することとする。




